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１ 目的 

（１）沖縄県と異なる環境や文化、気候、歴史、環境の違う地域を訪問することによって、自分の生活す

る地域との違いや課題について考える。 

（２）東日本大震災の被災地を訪問し、津波や原発について学ぶとともに、嘉手納町の防災について考え

る機会とする。 

（３）沖縄県にはない産業やサービス、交通手段を体験することにより、日本国内または世界へ目を向け

ることができる視野を持ち、新たなキャリアへ繋がる機会をつくる。 

（４）仲間と協力して、計画を立て、集団で行動をすることで、協調する能力を育て、責任をある行動が

できるようになる。 

２ 日程   令和７年８月 1９日(火)～８月 2２日(金) 3泊 4日  

３ 対象   1学年 5名 ２学年 5名   4月末～5月上旬募集 

４ 場所   福島県、東京都 

５ 研修内容 

  〔事前研修〕 

   ○ 映画｢fukushima 50｣ をＤＶＤで視聴。 

   ○ 避難所運営シミュレーション（机上訓練） 

     を｢避難所ＨＵＧ｣で実施。（写真①） 

   ○ 沖縄戦について学習。チビチリガマ、 

シムクガマ、嘉手納町歴史民俗資料室、 

道の駅かでなの学習展示室を訪問。（写真②） 

  〔１日目 (8/19)〕 

   ○ 消防団慰霊碑 

   ○ 相馬市防災備蓄倉庫 

   ○ 慰霊碑/鎮魂祈念館（写真③） 

   ○ 浜焼き体験 

  〔２日目 (8/20)〕 

   ○ 東日本大震災・原子力災害伝承館 

   ○ 震災遺構・浪江町立請戸小学校と大平山霊園 

   ○ 一般社団法人ふたばプロジェクト 

小泉良空さんの講話（写真④） 

   ○ 福島県立ふたば未来学園高等学校との交流 

  〔３日目 (8/21)〕 

   ○ 野口英世祈念館 

   ○ 鶴ヶ城及びその周辺散策 

写真③ 相馬市東日本大震災慰霊碑を慰霊  

写真② 小泉良空さんの講話 

写真① 避難所運営 机上訓練 

写真② シムクガマ見学 



  〔４日目(8/22)〕 

   ○ 皇居外苑散策 

   ○ 官公庁巡り 

６ 生徒の感想 

  〔消防団慰霊碑〕 

    ・震災により亡くなられた 10名の消防団員の遺影を見ると、とても複雑な気持ちになった。 

    ・勇気ある行動を取られた方々がいたことを初めて知ることができ、自分も震災など苦しい場 

面で周りの人たちを導ける人になりたいと思いました。 

  〔相馬市防災備蓄倉庫（写真③）〕 

    ・220名分の炊き出しができる釜はプロパンガ 

スで通常は使用するが、状況によっては薪で使用も 

可能。このような工夫が倉庫自体や備蓄品など様々 

な箇所で見受けられ、このような工夫が減災に繋が 

るのだと知ることができました。 

    ・自分の住む地域には、災害や減災への工夫があるの 

か調べる必要があると感じました。 

  〔慰霊碑/鎮魂祈念館〕 

    ・語り部の五十嵐さんは、津波が来るという知らせを｢大丈夫だろう｣という軽い気持ちで受け 

     流していたそうです。 

    ・体験談を聞き、五十嵐さんや被害に遭われた方々の気持ちを完全に理解することができず、 

     やるせない気持ちになった。 

    ・｢逃げよう｣というたった一言を口にしていれば、家族が助かったかもという後悔があるそう 

です。 

    ・実際に地震が来たときに、（避難することを）大げさかなと思わずにすぐに避難して、あとか 

ら後悔しないような講堂を取りたいと思いました。 

  〔東日本大震災・原子力災害伝承館〕 

    ・当時の使われていた道具や原子力発電所の職員が着ていた放射線防護服などを見て、震災の 

     被害があまりにも深刻なこと、避難所に避難した方々の生きようとする姿を感じることが 

できました。 

    ・出口付近にあった写真が印象的だった。家族を亡くされた一人の泣いている男性の、言葉に 

     言い表せないような表情を見て、とても心が苦しくなりましｔ。 

    ・伝承館で新たに知ったこと、被害の大きさを再確認したことを持ち帰って、沖縄で活かしい 

     こうと思いました。 

  〔震災遺構・請戸小学校〕 

    ・大きな地震を体験していない人は、地震への危機感をあまりもっていないのではないか。地 

写真③ 相馬市防災備蓄倉庫内見学 



震発生後、いかに迅速に避難することがどれだけ重要なのかということと、地域や学校など 

で行う避難訓練を重く受け止めるかが（行っていくかが）大切だと知りました。 

  〔一般社団法人ふたばプロジェクト 小泉良空さんの講話〕 

   ・双葉町は、放射線の影響で立入禁止区域が多く、住民が住む地域が限られているところが、嘉 

手納基地にで町域の 2割しか住むことができない嘉手納町と似ていると思いました。 

   ・ふたばプロジェクトの皆さんは、震災により誰も住めなくなった地域を元の状態に戻そうと 

    尽力されている。このような話を聞き、自分が住んでいる地域では何ができ何ができないのかを 

    考えていきたいと思います。 


